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1
新
規

○

人
づ
く
り

いさざわワーキングホリデー あぐりマート ソフト 1,216 800

　地域の生産者の高齢化が課題となる中、人口減少社会での持続可能な
農山漁村の生活環境の維持のため、首都圏の大学生が実際に生活を体
験する機会を創出して地域の関係人口創出を図るとともに、外部からの視
点をいかし地域課題の解決策を検討・実施する。
①現地フィールドワーク（五十沢地区）による農業活動を通した地域との
交流
②課題解決ワークショップ

R8.4.1～R9.2.28 伊達市（梁川町）
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～これまでの50回から これからの
50回へ～「めざせ！1000人花祭
り」プロジェクト

ケーナの響くまちづく
り実行委員会

ソフト 3,716 2,476

　地域の誇りとなっている「コスキン・エン・ハポン」が令和９年度に50回目
を迎えるに当たり、地域住民や参加者が一体となって、新規に記念事業
の実施に取り組み、文化継承とともに地域社会の活性化を図る。
①“プレ”1000人花祭りの実施
　　花祭り：ダンスと演奏によるフォルクローレ（中南米民族音楽）の曲目
②オリジナル・フォルクローレソングの作曲
③地域住民等を対象としたフォルクローレやチャカーラ（アルゼンチンの
民族舞踊）ワークショップの実施

R8.4.1～R9.3.31 川俣町

3
継
続
2

○

人
づ
く
り

伊達のペイザンヌ構想～里山の
伝統的暮らしを次世代に繋ぐ～

※「ペイザンヌ」
フランス語で「田舎風」「農民の」
を意味する。

伊達の里山文化を守
る会

ソフト 8,020 5,000

里山の景観や文化を守るためには、担い手の確保や共助の精神の醸成
が必要となる。そこで納屋改修を軸に、ふるさとに関する知識や理解を深
める体験型ワークショップを実施して、子ども世代から高齢者までを巻き込
む多世代交流の場として展開していく。
①DIYワークショップ型古民家改修（土壁塗り等）
②里山体験行事（田植え、稲刈り、あんぽ柿製作、蕎麦、茅刈り等）
③茅葺きの有識者と地区の大工による古民家建築に係る対談講演会

R8.4.1～R9.2.28 伊達市（梁川町）

（県北地方振興局） 3件 12,952 8,276累計

共通採択方針
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令和８年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行計画書（一般枠：過疎・中山間地域）
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事    業    概    要


